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編集後記
　
和田葉子研究員から引き継ぎ今回編集委員長を務めることとなった。
各研究班の主幹が委員長を務めるということで、新年度から班構成が大幅に変わり主幹の責をようやく下せることになったのに伴い、編集長の重責も今回のみで終了するが、平成最後の発刊となる記念すべき号を担当できたのは幸いである。　
今年度はさる十月二六、二七日の両日にかけて本研究所の創設者とも
いえる石濵純太郎博士の没後五〇年記念シンポジウムが開かれ 多くの関係者が本研究所創設時に思いをはせ、これまでの歴史を振り返 良い機会を得た。また、総合図書館 は併せて展示会「石濵純太郎 その学問・人脈」 （十月二二日～十一月十七日）が催され、新たに発見さ 卒業論文「歐陽脩巧究」の自筆原本、散逸されたものと考えられて た日記をはじめとする初公開の貴重な資料 直接触れる幸せな時間を持てたことも本学の研究条件の良さとそれを活かした研究の厚さを象徴しているといえよう。本研究所のこれまでの枠にはまらない豊かな研究領域とその成果を振り返る き、石濵純太郎博士 はじめとする創設者および歴代の研究者諸氏の思いをそのまま受け継いできていると改め 実感できる。自由闊達な研究スタイルの上にさらなる深化をと今 発展に期待したい。　
さて、本紀要であるが、今回は十九本の素晴らしい玉稿をお寄せいた
だいた。まずは、執筆してくださった諸氏、ご多忙中に かかわらず査読に時間を割いてくださった先生方に心より御礼申し上げる。　
十九という数はちょうど掲載論数が目に見えて増加し始めた第四六輯
とほぼ同数である。それ以後は、最 多い時で三五本総七七〇頁を超える平装本装丁の限界とも思える大冊を続けて刊行してきているが 六年ぶりに旧状に復したといえよう 研究員の研究概要として当該年度 研究報告書を掲載していたのを、研究班一覧表のみを残し、研究所所報へと移行したのも第四七輯からであり時期を同じくする。このような事情を反映してのこ であったろうか
　
今回も投稿希望者数は三五名と多かったのではあるが、辞退および査
読により不可とされたもの併せて十六となり、結果十九本となった。編集に係る前号からの変更点として掲載の可否について各研究班の主幹の判断を通して提出いただい が、その結果フィルターをかけるこ となり、より完成度の高い原稿が集まったといえよう。また、すでにしっかりと定着してい レフリー制である 今回は、さら その精度を高めるために紀要委員のほかに執筆者 属する研究班の研究員の先生に特査読をお願いした。　
何もわからないまま却って煩瑣な仕事を増やしてしまうような頼りな
い名ばかりの委員長を支え助けてくださった編集委員の二階堂善弘研究員、鼓宗研究員、何よりも実質的に最も大変な作業を進めていただいた奈須智子氏をはじめとする事務局 スタッフに心より御礼申し上げ、無事に上梓できたこと 寿ぎたい。
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